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本研究では工業排水中の Ni や Zn の除去に注目した。Ni や Zn を含んだ材料は日常生活で大き

な役割を果たしており、様々な用途で使用されている。一方で人体に対する有害性も報告されて

おり、自然環境への排出が厳格に管理されている。現在の排出基準は Ni: 0.3 mg/L (例えば神奈川

県甲水域)、Zn: 2 mg/L (全国) と非常に低い値が定められている。本研究ではメッキ工場からの工

業排水 (低濃度 Ni + Zn 含有メッキ廃液) を対象に、ポリ-2-アクリルアミド-2-メチルプロパンス

ルホン酸 (PAMPS) ハイドロゲル [1] を用いて、排出基準程度まで Ni や Zn を除去することに成

功した。 

0.5 gもしくは 1.0 gの PAMPS ハイドロゲルを入れた容器に、工業排水 (Ni: 4.4 ~ 4.7 mg/L, Zn: 

38.4 ~ 41.9mg/L) を 40 mlずつ滴下し、1～10時間静置した。Niおよび Znイオンの除去率は下記

の式により算出した。 

 

PAMPSハイドロゲルを工業排水へ浸漬す

ることで、Niおよび Zn のいずれも高効率に

除去され、排出基準程度まで濃度を下げる

ことに成功した。例えば 40 ml の工業廃水

へ、PAMPSハイドロゲル 1.0 gを 10時間浸

漬した場合、Ni 濃度は 4.4 mg/L から 0.30 

mg/Lまで減少し、排出基準値とすることが

出来た。Fig. 1 には 1.0 g の PAMPS ハイドロゲルによる Ni の除去率の結果を示す。PAMPS ハイ

ドロゲルを排水中に長時間浸漬することで、除去率は著しく増加した。これは浸漬時間が増える

とともに、排水中の Ni2+および Zn2+がスルホン酸基 (-SO3H) と接触する回数が増えたためである

と考えられる。 

 

[1] 増田彩花, 杉本亮弥, 西田哲明, 岡伸人, RADIOAISOTOPES, 68, pp. 331-337 (2019). 
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Fig. 1 Ni-removal rate using PAMPS hydrogel 
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